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【問】市民課　（２８）８９７２

　３月・４月は住民異動の届け出や、各種証明書の

申請が増えます。特に月曜日は、本庁舎市民課の窓口

が大変混雑し、長時間お待たせすることがあります。

　尾西庁舎窓口課、木曽川庁舎総務窓口課、出張所

でも、住民異動の届け出、各種証明書発行、印鑑登

録などの業務を行っており、どの地区の方でも利用

できます。

○＝休日開設（午前９時～正午）

【問】公園緑地課　（２８）８６３６
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土曜日金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日日曜日

２１　

３
月

９８　△７６５４　×３

１６１５　×１４　△１３　△１２　△１１　×１０

２３２２　×２１　２０　×１９　×１８　×１７

３０２９　×２８　×２７　×２６　×２５　×
２４　○

３１

６５　△４　△３　×２　×１　×

４
月

１３１２　△１１　△１０　△９　△８　×７

２０１９１８１７１６１５　×１４

２７２６　×２５　２４２３２２　×２１

３０２９２８　○

時間延長（午後８時まで）

市民課窓口の混雑予想

尾西・木曽川庁舎、出張所もご利用く用くだださいさい

３月・４月の本庁舎市民課窓口は大変混雑します

△＝かなりの混雑

×＝激しい混雑

３月８日（金）（消印有効）までに住所・氏名・年齢・電話番号、①は出店希望日（１日だけ）、

②③は出店名を記入の上、ハガキ・ファクス・電子メール（〒４９１－８５０１　本庁舎公園緑地課、

（７３）９２１８、kouen@city.ichinomiya.lg.jp ）

※①は１家族につき、②③は１団体につき１点に限る。抽選結果の通知を全員に発送

申 し 込 み

▼対　象／市内在住の方（業者は不可）

▼内　容／家庭の不用品を販売（新品または新品

に近い物。法律で禁止されている物、化粧品・

食料品・薬品などは販売不可）

▼募集数／１日６０店（抽選）

▼出店料／１日１，０００円（間口３×奥行き３）

青空フリーマーケット

▼対　象／片手で食べられるような軽食の販売業者

▼募集数／１店（抽選。市内在住の方を優先）

▼出店料／４０，０００円（間口６×奥行き２．４）

キッチンカー（ブックカフェ１３８専用）

１０００７９９ ＩＤ 

▼募集数／８店（抽選。市内在住の方を優先）

▼出店料／１５，０００円（間口６×奥行き２．４）

キッチンカー

▲

　コンビニエンスストアなどでの証明書交付

窓口の混雑緩和のためのサービス

▲

　住民票の写しの電話予約

（２参照。住民異動の届け出、 印鑑登録などを除く）

▲

　窓口の時間延長・休日開設

国営木曽三川公園１３８タワーパー
ク

５月３日（祝）～５日（祝）

①

②

③

５月３日（祝）だけ

３日間
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【問】環境センター　（４５）７００４

貴船小・萩原小・葉栗北小が
３０年度優秀校に

皆さんも地球に優しい行動を始めて

 その輪を広げましょう ！  

１０２７９９５ ＩＤ 

　全市立小中学校では、子どもたちがエコスクール運動と

して、地球に優しい行動に改善を加え、継続的に取り組ん

でいます。省エネルギー行動（節電・節水）や省資源リサ

イクル行動（ごみ減量・分別リサイクル）など、校内のみんな

が協力して、地球に優しい学校づくりを進めています。

優秀校を表彰し、全校に「エコスクール認定証」を交付しました

いちのみやエコスクール運動

萩原小

葉栗北小

貴船小

【問】一宮七夕まつり協進会

　　（商工観光課内）　（２８）９１３１

詳しく詳しくはは、市観光協会ウェブサイ、市観光協会ウェブサイトト

（http://１（ http://１３３８８ss.com）をss.com ）をご確ご確認ください認ください

【問】政策課　（２８）８９５２

第７次一宮市総合計画を市民の皆さんと共に

進めるため、ワークショップで挙がった「市民

にできること」を紹介します。できることから、

始めてみませんか。

私たちにできること
～総合計画ミニコラム　その６～

「一宮市の住みやすさ」をアピールし、

選ばれるまちになるには？

１０２２８１８ ＩＤ 

まちに愛着を持ち、

一宮市の魅力に気付く

一宮市の良いところを

情報発信する

通勤の便利さ、子育てのしやすさを

市外の友達に伝える

参加チームを募集

ネッツトヨタ名古屋プレゼンネッツトヨタ名古屋プレゼンツツ

５月１０日（金）（必着）までに、ダンス映像を

収録した記録媒体と応募用紙をアイ・シー・

シーに持参または郵送。応募用紙は市観光

協会ウェブサイトからダウンロード可

応募方法

Ｔ ＡＮＡＢＡＴＡ
ダンスコンテスト

７月２７日（土）　　ービルで開催

小学生・中高校生の部

ストリートダンス

七夕の部（年齢制限なし）

七夕らしいダンス

▽貴船小＝可燃ごみの回収・計量と、ごみの分別指導

▽萩原小＝チンドン祭りでのクリーンボランティア活動

▽葉栗北小＝リサイクル行動の成果などを劇で発表

■　優秀校の取り組み（写真）　■

各部門上位３チームに賞金を授与

（小学生の部は図書カード）



春の火災予防運動

救急車の適正利用にご協力を
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【問】消防本部予防課　（７２）１２８０

　毎年３月１日～７日に、全国一斉に「春の火災予防運動」を行います。春先は特に

空気が乾燥し、火災が発生しやすくなります。火の取り扱いには十分注意しましょう。

【問】一宮消防署　（７２）１１０３

詳しく詳しくはは、、こちらこちらををチチェェッックク ！！

防火の芽　安心支える　地域の目◆ ◆

　市では、３０年中に１８，２７４件の救急出動があり、前年に比べ８９３件増加しました。

救急車は、緊急に病院での治療が必要な方のためのものです。緊急性がない場合

は、救急車以外の交通機関を利用してください。診療可能な病院が分からないと

きは、県救急医療情報センター（（７２）１１３３）をご利用ください。

▽急に倒れた、意識がない

▽息苦しい、息をしていない

▽手足が動かない、ろれつが回らない

救急車を利用する
主な症状

▽保育園消防訓練

▽婦人消防クラブ員による防火パトロール

（３月１日（金）　向山・千秋町連区など）

▽消防本部・消防団予防広報

　（３月１日（金）～７日（木）　市内全域）

▽寝たばこやたばこの投げ捨てをしない

▽調理器具のそばを離れるときは必ず火を消す

▽電気器具は正しく使い、たこ足配線をしない

▽子どもにマッチやライターで遊ばせない

火災を起こさないために 関連行事

▽病院に行くと待たされる

▽どの病院に行けばよいか分からない

▽入院・通院のためのタクシー代わり

▽緊急性のない軽いけがや病気

こんな理由で
救急車を利用しない

救急車

利用マニュアル

▲▲▲▲▲全国版

救急受診アプリ「Ｑ助」

▲

１０１８４４７ ＩＤ 

１０２３０６２ ＩＤ 

住宅用火災警報器の設置と維持管理を

　全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。設置して

いない方は、一日も早く取り付けましょう。また１０年を経過した物は、電池

の寿命などで正常に作動しない場合があります。新しい物に交換しましょう。
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一
宮
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委
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【問】市民協働課　（２８）８９５４

活活 動動 だだ よよ りり地地域域づづくくりり協協議議会会 ４４８８

～奥町連区編～

▲

奥
町
フ
ェ
ス
タ

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

　奥町連区地域づくり協議会が発足して、はや

８年が過ぎました。発足以来、安全で安心して

暮らせるまちづくりを目標にさまざまな事業に

取り組んできましたが、特に力を入れたのは、

提案事業交付金を活用した事業です。

　２９年度には防犯カメラ設置事業、救急医療あ

んしんキット全戸配布事業、奥まち散歩ＭＡＰ

作成事業を行いました。３０年度はその「奥まち

散歩ＭＡＰ」を活用した、奥町フェスタ「スタ

ンプラリー」を実施しました。「多くの方に地域

の歴史や名所に関心を持っていただき、郷土愛

を育てたい」「奥町の魅力を後世に伝えていきた

い」という強い思いから実現した事業です。

　ルートは何度も検討を重ね、安全確認などの

入念なチェックを行うなど、初めてのことばか

りで大変な苦労もありましたが、多くの方のご

協力を得て、無事開催することができました。

またスタンプラリーで使用したスタンプのデザ

インは、奥小学校・奥中学校の皆さんから募集

し、最優秀作品９点のデザインを使用させてい

ただきました。来年度についても引き続き実施

していくことができればと考えています。

　これからもずっと住み続けたいと思える「奥

町」を目指して、活動していきます。
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方
へ
現
況
報
告
書
を
送
付
し
ま
し

た
の
で
、
３
月
　
日
　
ま
で
に
提
出
し
て
く

１３

（水）

だ
さ
い
。

 

 

 １
０
０
０
９
５
１

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で

オ
ー
ト
バ
イ
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
す
る

 ＩＤ  ＩＤ 

方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
売
却
や
譲
渡
し
た
場

合
で
も
、
届
け
出
を
し
て
い
な
い
と
課
税
さ

れ
ま
す
。廃
車
・
売
却
・
譲
渡
を
し
た
方
や
、転

入
な
ど
で
他
市
町
村
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
車
両
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
手
続
き
が

必
要
で
す
。
３
月
下
旬
は
窓
口
が
混
雑
す
る

た
め
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
場
所

▽
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

以
下
）、
小

型
特
殊
自
動
車
、
ミ
ニ
カ
ー
＝
本
庁
舎
市
民

税
課
、
尾
西
庁
舎
窓
口
課
、
木
曽
川
庁
舎
総

務
窓
口
課
、
出
張
所

▽
軽
自
動
車
（
四
輪
）
＝
軽
自
動
車
検
査
協

会
愛
知
主
管
事
務
所
小
牧
支
所
（

０
５
０

（
３
８
１
６
）１
７
７
３
）

▽
軽
自
動
車
（
二
輪
・
１
２
５

超
２
５
０


以
下
）
＝
愛
知
県
軽
自
動
車
協
会
小
牧
分

室
（

０
５
６
８（
　
）１
４
０
６
）

４３

▽
小
型
自
動
車
（
二
輪
・
２
５
０

超
）
＝

愛
知
運
輸
支
局
小
牧
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
（

０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
４
８
）
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～
発
掘
調
査
速

　
～
発
掘
調
査
速
報報
！！

福
塚
前
遺

　
　
　
　
　
　
福
塚
前
遺
跡跡
～～

い
ち
の
み
や

あ
れ
こ
れ

　
現
在
、
市
道
拡
幅
工
事
に
先
立
っ

て
、
福
塚
前
遺
跡
（
今
伊
勢
町
馬
寄
）

の
発
掘
調
査
を
３
月
末
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。
す
で
に
調
査
は
ほ
ぼ
終
了

し
、
埋
め
戻
し
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
昔
の
生
活
の

跡
（
遺
構
）
が
多
く
確
認
で
き
ま
し

た
。
一
番
多
く
見
つ
か
っ
た
の
は
溝

の
痕
跡
で
す
。
溝
の
中
か
ら
は
、 
土
 
は

 師
  器
 や
須
恵
器
と
い
っ
た
古
墳
時
代

じ
 
き

の
焼
き
物
の
破
片
が
多
数
見
つ
か
っ

た
た
め
、
古
墳
時
代
に
掘
ら
れ
た
溝

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
何
本
か

の
溝
が
重
な
っ
て
い
る
部
分
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
方
形
土
坑
と
呼
ば

れ
る
四
角
い
穴
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
穴
か
ら
は
、
山
茶
碗
と
い

う
中
世
の
焼
き
物
が
出
て
き
た
た
め
、

中
世
に
掘
ら
れ
た
穴
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
た
だ
、
今
の
段
階
で
分
か
る
の
は
、

何
が
出
た
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
出
て
き
た
遺
物
や
記
録

を
取
っ
た
遺
構
の
情
報
を
整
理
・
分

析
し
、
こ
れ
ら
が
ど
う
い
っ
た
物
な

の
か
を
探
り
ま
す
。
例
え
ば
、
た
く

さ
ん
出
て
き
た
破
片
の
中
に
は
、
ぴ

っ
た
り
と
く
っ
つ
く
物
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
他
の
遺
跡
の
調

査
結
果
や
研
究
結
果
と
比
べ
る
こ
と

で
、
新
し
い
事
実
に
気
が
付
く
は
ず

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
時
間
を
か
け
て
丹

念
に
調
べ
る
こ
と
で
、
福
塚
前
遺
跡

の
謎
を
少
し
ず
つ
解
き
明
か
し
て
い

き
ま
す
。

【
問
】
博
物
館
　
（
　
）
３
２
１
５

４６

▲発掘調査現場

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
へ

軽
自
動
車
税
を
減
免

市
民
税
課

▼
（
　
）８
９
６
２

２８

オ
ー
ト
バ
イ
や
軽
自
動
車
な
ど
の

廃
車
・
名
義
変
更
は
お
早
め
に

市
民
税
課

▼
（
　
）８
９
６
２

２８



 

 

 １
０
２
１
１
６
７

▼
日
時
／
３
月
　
日
　
　
午
前
９
時
～
午
後

１９

（火）

４
時

▼
会
場
／
本
庁
舎
商
工
観
光
課

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
方

▼
定
員
／
８
人
（
先
着
。
１
人
　
分
）

４０

▼
申
し
込
み
／
３
月
１
日
　
～
　
日
　
に
電

（金）

１５

（金）

話
で
商
工
観
光
課

 

 

 １
０
０
０
８
７
２

　
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
は
、
金
融

 ＩＤ  ＩＤ 

機
関
で
口
座
引
き
落
と
し
が
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
始
め
る
に
は
、
預
貯
金
通
帳

と
届
け
出
印
を
持
参
の
上
、
金
融
機
関
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
日
の
翌
月
末
納

期
の
税
か
ら
口
座
振
替
を
し
ま
す
。
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
以
外
は
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
め
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

 

 １
０
１
９
０
２
５

　
市
で
は
、
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
ま
た
は

４
月
に
小
中
学
校
に
入
学
す
る
年
齢
に
相
当

す
る
遺
児
を
養
育
し
、
２
月
分
の
市
遺
児
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
一
時
金

を
支
給
し
ま
す
。
手
続
き
は
不
要
で
す
。

▼
支
給
額
／
小
中
学
校
入
学
遺
児
＝
１
人
１

万
円
、
中
学
校
卒
業
遺
児
＝
１
人
１
万
５
０

０
０
円

▼
支
給
日
／
３
月
　
日
　

２５

（月）

 

 

 １
０
２
３
８
３
２

　
市
で
は
、
生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計
画
を

変
更
し
ま
し
た
。
関
係
図
書
は
、
本
庁
舎
農

業
振
興
課
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

 ＩＤ  ＩＤ 
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尾
張
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区
を
変
更

農
業
振
興
課

▼
（
　
）９
１
３
５

２８

弁
護
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

商
工
観
光
課

▼
（
　
）９
１
４
８

２８

納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
・
安
心

納
税
課

▼
（
　
）８
９
７
０

２８

市
遺
児
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

遺
児
一
時
金
を
支
給

子
育
て
支
援
課

▼
（
　
）９
０
２
３

２８

い
ち
の
み
や
の
明
治
時
代

明
治
１
５
０
年

　
人
々
の
旅
行
は
、
明
治
時
代
に
な

っ
て
も
江
戸
時
代
と
大
き
く
変
わ
ら

ず
、
街
道
を
徒
歩
で
移
動
し
ま
し
た
。

萩
原
か
ら
大
垣
方
面
に
向
か
う
場
合
、

起
を
経
由
す
る
美
濃
路
は
遠
回
り
で

し
た
。
そ
の
た
め
祐
久
村
の
北
川
六

兵
衛
と
、
対
岸
の
加
賀
野
井
（
羽
島

市
）
の
武
田
左
兵
太
ら
が
協
力
し
、

１
８
８
６
（
明
治
　
）
年
に
明
地
か

１９

ら
加
賀
野
井
の
渡
船
を
利
用
し
て
、

竹
鼻
（
羽
島
市
）
に
通
じ
る
加
賀
野

井
新
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。
始
点
に

は
市
川
房
枝
の
生
家
が
あ
り
、
父
親

の
藤
九
郎
は
新
道
を
作
る
際
に
土
地

を
寄
付
し
、
そ
の
お
礼
に
渡
船
場
か

ら
毎
年
、
砂
糖
が
家
に
届
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
完
成
し
た
際
に
は
、
近

道
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
広
告
も
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
明
治
　
～
　
年
代
に
は

２０

３０

鉄
道
が
開
通
し
た
こ
と
で
、
こ
の
地

域
の
交
通
体
系
は
変
化
し
ま
し
た
が
、

萩
原
や
そ
の
周
辺
の
農
村
か
ら
取
れ

た
野
菜
を
竹
鼻
に
運
ぶ
ル
ー
ト
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
行
量
が
減
少
す
る
と
経
営
も
苦

し
く
な
り
、
加
賀
野
井
の
渡
し
は
１

９
３
８
（
昭
和
　
）
年
に
廃
止
さ
れ

１３

ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
道
は
工
場
の

建
設
や
区
画
整
理
な
ど
で
道
の
多
く

が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
一
宮
市
と

羽
島
市
を
結
ぶ
現
在
建
設
中
の
「
新

濃
尾
大
橋
（
仮
称
）」
は
、
加
賀
野
井

の
渡
し
の
近
く
に
あ
り
、
橋
に
続
く

道
は
ほ
ぼ
加
賀
野
井
新
道
に
沿
っ
て

い
ま
す
。

【
問
】
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館


（
　
）
９
７
１
１

６２

▲

「
加
賀
野
井
渡
船
の
引
札
」　
　

（
羽
島
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）

加
賀
野
井
新
道


